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　　　　　薬物の消化管運動に 及ぼす影響を定量的に

　　　　　測定するための方法の 開発と方剤 へ の応用
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【目的】漢方薬は特有の 味や香りを有する もの が多く、 消化管運動へ の 影響は無視で きな

い 。 旧来、消化管運動 へ の 効果を検討する の に 、経口投与 した活性炭の 移動位置が指標に

されて きた 。 しか し、 活性炭は特定成分を選択的に吸着 し、 作用を単 に量的に落とすだけ

で な く、 質的に も変え る可能性がある 。 また、得 られ る指標 も先端の 位置の みで あ っ た 。

未知成分を含む多成分経 口投与で ある漢方薬の 作用を調べ るの に適 した、定量的な測定法

の 開発を試 み 、 有用だ と思わ れ る方法がで きた と考え られ る の で 、報告する。

【材料と方法】マ ウス に 2％ブル
ーデキス トラ ン2000 （フ ァ ル マ シア）水溶液 0。4m1を胃ゾ

ンデにて投与し、一定時間後に 屠殺し、消化管を摘出した 。 先ず、移動 した色素の 先端の

位置を計測 した後、胃及び一定距離毎 に切断 した腸の それぞれ か ら内容物を 2mlの 水 に対

して 溶か し出 し、 1mlの ク ロ ロ ホ ル ム ーメ タノ
ー

ル混液 （2 ：1）を加え て よ く振盪 し、遠心

後、 水層の 660nmで の 吸収を測定 した 。

【結果と考察】活性炭もしくは ブル ーデキ ス トラ ン と攪拌 した後の 方剤煎液の上清を、高

速液体ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

で分析 した と こ ろ 、 明らか に活性炭に は方剤由来成分の 吸着が

認 め られ、未知 成分を含む多成分系である漢方薬の影響を検討す るた めの 素材と して は不

適切で ある こ とが伺われた 。 ブル ーデキ ス トラ ン の 660nmで の 吸収は、短時間で あれば塩

酸や消化管内容培養物との孵置で変化せず、回収率もほぼ100％と良好で、定量的検討に耐

えうると思われ た 。 活性炭 と異な り、 先端の 位置の みな らず 、 半量色素移動距離、胃残存

色素量 、分節 ピー
ク数など、幾つ もの 定量的な指標が得 られた 。 本法を用い る こ とに よ り、

四逆散と芍薬甘草湯の作用の 違い が検討で き、その有用性が明らか とな っ たが 、詳細は別

途報告する （本学会 ， 李岩他， 四逆散と苟薬甘草湯の 消化管運動に及ぼす影響） 。

　【結論】漢方薬の 消化管運動に 及ぼす影響を検討する上で有用だと思われ る、定量的な測

定法を開発 した 。 ブル
ーデキ ス トラ ンを用い る本法は、成分の選択的吸着もな く、内容物

の移動距離だけで な く胃排出能や分節運動などの 指標 とな るよ うな幾つ もの 値が得 られ る

など 、 旧来の 活性炭を用い る方法に比べ
、 特に幾つ もの 有効成分を有 して お り作用機序も

複雑な漢方薬などの 消化管運動に及ぼす影響を検討する上で 、 有用だと思われ る。
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